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生物の働きを生み出す

タンパク質のかたち

予 稿 集

日時;;平成11年12月， 1日(土)・ 12日(目)

場所:神買国樟会議婿

-主値鱒14回『大学と科学Jま凋シンポジタム編組贋良重量
・・2・ 支飾雀/寧暢情・センター/目本手術鍾贋愈/血道大学/(釦鑑横田体温曾盆
{笹)応用暢理学会/惟満分子学会/日本渇留学会パ栓)8本ftlt舎
日本箱属学倉/目本掴臨生輸事会/(社)国本金f~/(:祉}百本金樹工学会
臼窓生輔輔学会/自本軍由工学会/(即日緬聾仰贈/(社)目糊理学禽

(誼)B本分先学会/目窓分子生嶋学会/自志免趨学会/(也目本編学会
日本梅酒定学金/(硲}バィ;tインダストυー也盆



プログラム

1日目・平成11年12月11日(土)

A.挨拶 (10: 00"" 10: 10) 
-第]4回「大学と科学」公開シンポジウム組織委員会 秋岡県立大学学長 鈴木昭憲

・文部省 文部省学術国際局学術情報課線長 太田慎一

B.基調講演 (10: 10""11 :00) 司会福井工業大学工学郎教授 京極好正

1.生物機能の担い手:タンパク質 京都大学大学院理学研究科教授 郷 信広

.質疑応答

C.アミノ酸配列から立体構造へ (11:00""15: 10) 

1.立体構造の比較・分類から構築原理を探る

司会 学習院大学生命分子科学研究所教授三浦謹一郎

京都大学大学院理学研究科助教授 木寺詔紀

2.構造グノム学と立体構造予測 国立遺伝学研究所教授 西川 建
3.タンパク質の構造はひとりでに形成される:フォーノレディング

東京大学大学院理学系研究科助教授 桑島邦博
4.ミスフォーノレディングが引き起こす病気:プリオン病

.質疑応答

東北大学医学部教授 北本哲之

D.進化してきたタンパク質 (15: 30"" 17: 00) 司会 国立遺伝学研究所教授 五億場孝

名古屋大学大学院理学研究科教授 郷 通子1.タンパク質はどのように進化してきたか

2.実験室で創り出すタンパク質進化 大阪大学大学院工学研究科助教俊・さきがけ21四方哲也

-質疑応答

2日目・平成11年12月12日(日)

E.ダイナミックスから機能へ (10:00""14: 10) 
1.立体構造ダイナミックスを測定する

2.ダイナミックスが機能をもたらす
3.分子認識の仕組みから薬物設計へ

4.免疫系の分子認識

・質疑応答

司会 奈良先燐科学技術大学院大学教綬 櫛田孝司

分子科学研究所教授 北川禎三

奈良先端科学伎術大学院大学教授 片岡幹雄

大阪大学蛋白質研究所教授 中村春木

京都大学大学院理学研究科助教授 宇高恵子

F.制御された安定性
1.安定化の仕組み

2.高度好熱菌から学ぶ
3.タンパク質工学への展開
.質疑応答

(14: 30"" 16: 45) 司会 九州大学大学院薬学研究科教授 井本泰治
大阪大学蛋白質研究所助教授 油谷克英

東京薬科大学生命科学部教授 大島泰郎

(抹)キ日ンピーJレ話継技術研究所主任研究員黒木良太
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